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　私たちの体の中にはたくさんの金属酵素と呼ばれ
るタンパク質が存在し、私たちの生命活動を支えて
います。金属酵素は、金属イオンを含む酵素を意味
し、多くの場合、この金属イオンが酵素反応と直接
関係しています。例えば、体の中の鉄分が足りなく
なると貧血を起こすのも、金属酵素（タンパク質）の
関与するところです。私たちが必要とする金属イオ
ンは、鉄、銅などわずか十数種類ですが、金属酵素
が行う反応の種類は莫大な数になります。どうして
金属酵素はわずかな種類の金属イオンから非常に多
くの種類の反応ができるのでしょうか？　私たちの
研究グループでは、この問題に答えるため金属酵素
の機能がどのような機構で発現されているのかを分
子レベルで研究しています。

　図１に、私たちのグループで研究している亜硝酸
還元酵素と呼ばれる金属酵素の姿を示しました。こ
の酵素は、地中のバクテリアの中に存在して、地球
の環境維持に一役かっている酵素です。黄色で示し
たうどんのように曲がりくねったものがタンパク質
で、その中に青いあめ玉のようにあるのが銅イオン
です。この形はちょうど梅干しおにぎりのようです。
おいしい梅干しおにぎりを作るためには、梅干しと
ごはんを吟味して、さらにその調和を考えないとだ
めです。これと同じように金属酵素の機能の研究も、
金属イオンとタンパク質の役割り、そしてさらにそ
れらの調和を解明することが大切だと考えています。
私たちの研究グループでは、有機化学、錯体化学の
知見を使って金属イオンの働きを研究しています。
また、菌の培養やミューテーションなどの生化学的
手法を使ってタンパク質の役割りも研究しています。
ちなみに図１の酵素の働きを研究したところ、図２
に示すような反応中間体モデル錯体を合成すること
ができました。この反応中間体は、酵素では捕まえ
ることができませんが、こんな形で反応しているの
です。その他にも酸素活性化に関係する酵素、肝臓
で不要になった物質の代謝に関係する酵素の機能を
研究しています（参考文献参照）。さらに興味のある
方はお気軽にメールください。
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図１　亜硝酸還元酵素の結晶構造 図２　亜硝酸還元酵素の反応中間体モデル


